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［ 県 議 会 議 長 賞 ］

新 菱 冷 熱 工 業 株 式 会 社 イ ノ ベ ー シ ョ ン ハ ブ 本 館

［ 住 宅 部 門 最 優 秀 賞 ］

焼 杉 の 家
● 有 限 会 社 宮 本 建 築 ア ト リ エ

［ 住 宅 部 門 優 秀 賞 ］

常 陸 太 田 の 平 屋
● 株 式 会 社 サ ン ハ ウ ス ー 級 建 築 士 事 務 所

［ 入 選 ］

つ く ば 国 際 大 学 図 書 館 棟
● 株 式 会 社 増 山 栄 建 築 設 計 事 務 所

［ 入 選 ］

土 浦 テ ク ノ B A S E
● 清 水 建 設 株 式 会 社 ー 級 建 築 士 事 務 所

［ 入 選 ］

h u t N
● （ 同 ） ス ナ バ ＋ t o m b o w a r c hi t e c t s

［ リ フ ォ ー ム 賞 ］

ナ ミ ト ツ キ 　 大 洗 の 民 泊 ダ イ ニ ン グ
● G A R C H I T E C T S S T U D I O

［ 入 選 ］

み ど り の 南 小 学 校 児 童 ク ラ ブ
● 有 限 会 社 時 空 遊 園

［ 入 選 ］

つ く ば み ら い 遠 藤 レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク
● 株 式 会 社 竹 中 工 務 店 東 京 ー 級 建 築 士 事 務 所

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 和 台 4 1 番 地

● 建 築 面 積 ／ 2, 3 9 1. 2 2 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 4, 8 0 7. 8 3 ㎡ 　 ● 構 造 ／ Ｓ 造

● 株 式 会 社 三 菱 地 所 設 計

　 住 所 ／ 千 代 田 区 丸 の 内 2 － 5 － 1 丸 の 内 2 丁 目 ビ ル

● 施 工 者 ／ 株 式 会 社 竹 中 工 務 店 （ 建 築 ）  、 新 菱  ・  城 口 建 設 工 事

共 同 企 業 体 （ 空 調 衛 生 ） 、 大 栄 電 気 株 式 会 社 （ 電 気 ）

　 住 所 ／ 東 京 都 江 東 区 新 砂 1 － 1 － 1 （ 竹 中 ）

［ 県 知 事 賞 ］

日 立 市 立 中 里 小 中 学 校
● 株 式 会 社 三 上 建 築 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 大 町 3 － 4 － 3 6 　 大 町 ビ ル 2 階

● 施 工 者 ／ 株 木 建 設  ・  多 賀 土 木  ・  茨 城 日 鉱 特 定 建 設 工 事

共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 吉 沢 町 3 1 1 番 地 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 日 立 市 東 河 内 町 1 9 5 3 － 1

● 建 築 面 積 ／ 2, 0 6 9. 0 2 ㎡

● 延 床 面 積 ／ 2, 8 3 9. 7 0 ㎡

● 構 造 ／ Ｗ 造 一 部 Ｒ Ｃ 十 Ｓ 造

［ 設 計 主 旨 ］

太 平 洋 に 面 す る 日 立 市 の な か で 、 中 里 地 区 は 山 を 越 え た

飛 び 地 の よ う な 位 置 に あ る 。 日 立 銅 山 の 公 害 を 描 い た 新

田 次 郎 の 小 説 『 あ る ま ち の 高 い 煙 突 』 の 舞 台 と な っ た 場

所 で あ る 。 こ の 学 校 は 極 め て 特 殊 で あ る 。 現 在 は 別 々 に

あ る 小 学 校 と 中 学 校 が 一 緒 に な る 。 し か も 市 内 全 域 か ら

児 童 生 徒 を 募 る 可 能 性 も あ る 。 そ れ で も 人 口 1 7 万 人 を 超

え る 日 立 市 に あ り な が ら 、 1 学 年 1 0 人 程 度 の 小 さ な 学 校 で

あ る 。 校 舎 は 敷 地 の 南 側 に 里 川 に 沿 っ て 大 き な 弧 を 描 く

よ う に 配 置 し た 。 校 舎 内 か ら 見 え る 円 弧 外 周 の 景 色 は 場

所 に よ っ て 緩 や か に 異 な る 。 同 時 に 、 背 後 の 円 弧 内 側 は

地 域 を 囲 い 込 み な が ら 、 子 ど も た ち を 迎 え 入 れ る 。 中 里

地 区 は 山 々 が 手 の 届 く ほ ど の 距 離 に あ り 、 間 近 に 清 流 が

流 れ る 。 森 の 木 々 の 彩 り 、 草 木 の ざ わ め き 、 川 の せ せ ら

ぎ 等 々 、 四 季 の 変 化 と 豊 か な 自 然 を 感 じ る こ と が で き る 。

そ れ ら を 校 舎 内 に 取 り 込 み 、 風 景 と 調 和 す る よ う に 構 造

は 木 造 と し た 。  （ 撮 影 ： 堀 内 広 治 ）

［ 茨 城 新 聞 社 賞 ］

八 郷 蒸 溜 所 ビ ジ タ ー セ ン タ ー 、 ソ ー セ ー ジ ・ ハ ム 工 房
● 株 式 会 社 Ｅ Ｏ Ｓ 建 築 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 備 前 町 6 － 7 3

［ 設 計 主 旨 ］

当 事 業 者 は 2 0 2 0 年 に 八 郷 蒸 溜 所 を 開 設 し 、 今 回 の 計 画 は

道 路 を 挟 ん で 別 敷 地 に 、 ビ ジ タ ー セ ン タ ー  （ 案 内 所 ） と

地 元 の 豚 （ 八 郷 豚 ） を 加 工 す る ソ ー セ ー ジ ・ ハ ム 工 房 を

併 設 す る 施 設 で す 。 設 計 の テ ー マ を 「 筑 波 山 の 麓 ・ 美 し

い 八 郷 の 景 色 の ひ と つ に な り え る こ と 」 と し 、 次 の 3 点 を

考 慮 し 設 計 を 進 め ま す 。「 敷 地 の 特 性 を 生 か す 」 「 建 物 と

八 郷 の 自 然 を つ な げ る 」 「 訪 れ る 方 々 を 暖 か く 迎 い 入 れ

る 空 間 を つ く る こ と 」  。 そ の 具 体 案 は 美 し い 筑 波 山 を 望

め ら れ る よ う 、 開 口 部 を 全 面 に 設 け 、 外 部 に は 広 々 と し

た 八 郷 テ ラ ス （ 木 製 デ ッ キ ） を 設 置 し ま す 。 ビ ジ タ ー セ

ン タ ー 屋 根 の 勾 配 は 筑 波 山 の 斜 面 傾 斜 角 の 一 部 を 用 い 、

外 壁 は 自 然 の 素 材 （ 石 、 木 材 等 ） を 使 い 、 周 辺 環 境 に 調

和 さ せ ま す 。 内 部 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル は 、 ミ ニ チ ュ ア の

ポ ッ ト ス チ ル （ 蒸 溜 器 ） を 設 置 （ 実 際 に 蒸 溜 で き る ） 、 カ

ウ ン タ ー や テ ー ブ ル の 天 板 に は 使 用 済 み の 樽 材 （ オ ー ク

材 ） を 採 用 。 蒸 溜 所 の 存 在 を ア ピ ー ル 、 暖 か い 空 間 と し

ま す 。

● 施 工 者 ／ 株 式 会 社 小 藥 建 設

　 住 所 ／ 茨 城 県 筑 西 市 稲 野 辺 4 5

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 石 岡 市 須 釜 宇 荒 田 1 3 1 0 － 1 の 一 部

● 建 築 面 積 ／ 2 6 6. 3 8 ㎡

● 延 床 面 積 ／ 2 5 2. 3 0 ㎡

● 構 造 ／ Ｗ 造

［ 設 計 主 旨 ］

長 時 間 を 過 ご す 職 場 を 居 心 地 の 良 い 空 間 へ す る た め に 3 階 建 て の

階 層 ご と に 役 割 を 決 め た 。 1 階 を エ ン ト ラ ン ス 。 2 階 を 打 合 せ 室 。

3 階 を 事 務 室 と し て 用 途 を 分 け る 。 用 途 を 分 け た 階 層 ご と に デ ザ

イ ン コ ン セ プ ト を 決 め た 。 1 階 は 税 理 士 事 務 所 で あ る た め 堅 実 な

［ 設 計 主 旨 ］

最 新 省 エ ネ 技 術 に よ る 『 Z E B 』 の 実 現 と 、 オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ

ョ ン を 誘 発 す る 快 適 な 執 務 環 境 の 創 出 を テ ー マ に し た 研 究 施 設 。

敷 地 が あ る 筑 波 北 部 工 業 団 地 は 、 環 境 景 観 協 定 に よ り 緑 を 軸 と

し た 景 観 を つ く っ て い る 。 広 い 外 構 と 緑 に 囲 ま れ た 豊 か な 周 辺

環 境 を 活 か し て 大 き な 窓 や テ ラ ス な ど 外 に 開 い た 居 場 所 を つ く

り 、 ウ ェ ル ネ ス に 配 慮 し た 施 設 と し た 。 ま た 大 屋 根 に よ る 日 射

遮 蔽 な ど 建 築 計 画 の 工 夫 と 設 備 技 術 で 、 開 放 的 な 空 間 と 『 Z E B 』

を 両 立 し た 。 施 設 の 大 き な 特 徴 は 、 異 な る 空 間 × 光 × 温 湿 度 の

組 合 せ か ら な る 多 様 な 環 境 か ら 、 自 分 の 好 き な 執 務 環 境 を 選 ぶ

こ と が で き る ワ ー ク ス タ イ ル の 実 現 で あ る 。 外 構 と つ な が る オ

ー プ ン ス ク エ ア や 半 屋 外 の 吹 抜 け な ど 、 さ わ や か な 風 と 光 を 感

じ る 自 然 に 近 い 環 境 か ら 、 最 新 技 術 で 完 全 に 制 御 さ れ た 環 境 ま

で が 緩 や か に つ な が っ た 施 設 の 中 で 、 好 き な 環 境 に 身 を 置 き リ

ラ ッ ク ス し て 研 究 を 行 う こ と で 、 よ り 深 い ひ ら め き に 繋 が る こ

と を 期 待 す る 。

● 株 式 会 社 根 本 建 築 設 計 事 務 所 、 株 式 会 社 テ ク テ ク ア ー キ テ ク ツ ラ ボ

　 住 所 ／ 水 戸 市 赤 塚 2 丁 目 2 0 0 5 番 地 の 8 0 、 水 戸 市 千 波 町 1 9 9 4 － 2 5

● 施 工 者 ／ 株 式 会 社 大 貫 工 務 店 　 住 所 ／ 水 戸 市 け や き 台 3 丁 目 6 2 － 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 水 戸 市 元 山 町 二 丁 目 5 5 7 5 番 、 5 6 1 9 番 1 、

5 6 1 9 番 4

● 建 築 面 積 ／ 2 5 2. 1 2 ㎡ 　

［ 茨 城 県 建 築 士 事 務 所 協 会 長 賞 ］

P R O J E C T 「 X 」

イ メ ー ジ を も て る よ う に 窓 の 少 な い 信 頼 感 の あ る イ メ ー ジ と し 、

2 階 は 来 客 を も て な し 正 確 な 仕 事 を イ メ ー ジ さ せ る ガ ラ ス 張 り の

ス タ イ リ ッ シ ュ な 空 間 に 、 3 階 は 社 員 の み の 空 間 と な る た め 住 宅

（ 街 並 み ） を 連 想 さ せ る よ う な 小 さ な ボ リ ュ ー ム を 複 数 配 置 し た 。

計 画 地 は 目 の 前 に 歴 史 館 （ 緑 の 多 い 施 設 ） が あ る た め 歴 史 舘 の

緑 化 を 建 物 、 敷 地 に 取 込 む 計 画 と し た 。 歴 史 館 側 ガ ラ ス 張 り と

し 建 物 内 部 に 緑 化 を 取 込 み 、 建 物 一 部 を 筒 状 に す る こ と で 敷 地

奥 へ も 建 物 を 貫 通 し 緑 化 を 取 込 め る 計 画 と し た 。 3 階 （ 歴 史 館 の

土 地 レ ベ ル ） の 街 並 み を イ メ ー ジ す る 外 部 空 間 へ 植 物 を 配 置 す

る こ と で 前 面 施 設 と の 一 体 感 を だ し 、 街 を 盛 り 上 げ ら れ る よ う

な 施 設 と し た 。

● 延 床 面 積 ／ 4 9 7. 4 8 ㎡ 　 ● 構 造 ／ Ｓ 造 一 部 Ｗ 造

［ 土 木 部 長 賞 ］

み ど り の プ ー ル

● 施 工 者 ／ 谷 原 ・ 北 条 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば み ら い 市 下 長 沼 1 1 8 番 地 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 み ど り の 南 1 4 － 1

● 建 築 面 積 ／ 3, 7 1 7. 5 8 ㎡ （ 屋 内 プ ー ル 施 設 ： 3, 4 7 1. 4 2 ㎡ ）

● 延 床 面 積 ／ 3, 1 1 4. 9 7 ㎡ （ 屋 内 プ ー ル 施 設 ： 2, 9 5 3. 7 0 ㎡ ）

● 構 造 ／ Ｒ Ｃ 造 、 一 部 Ｓ 造 、 Ｓ Ｒ Ｃ 造

● 岡 野 ・ 増 山 栄 建 築 設 計 特 定 業 務 共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 上 ノ 室 2 0 2 6 － 1

［ 設 計 主 旨 ］

本 施 設 は 市 内 の 学 校 プ ー ル の 老 朽 化 に 伴 い 、 近 隣 の 学 校 が 一 年

を 通 じ て 共 同 利 用 で き る 温 水 プ ー ル 施 設 で あ る 。 学 校 利 用 の な

い 時 間 帯 に は 市 民 に も 開 放 し て い る 。 建 物 は Z E B R e a d y を 取 得 、

太 陽 光 発 電 や コ ー ジ ェ ネ 設 備 を 導 入 す る な ど 環 境 対 策 に 配 慮 し

た 。 県 産 木 材 や 家 具 端 材 を 活 用 し 、 エ ネ ル ギ ー の 可 視 化 に よ る

L C C の 低 減 も 図 っ た 。 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 観 点 か ら 、 車 い

す 利 用 者 や L G B T Q 、 子 ど も 連 れ を 想 定 し た 専 用 の 部 屋 を 設 け

て い る 。 ト レ ー ニ ン グ ル ー ム は 臨 時 の 更 衣 室 に 、 会 議 室 は 地 域

に 開 放 し 市 民 の 憩 い の 場 と し て 利 用 で き る よ う 可 変 性 を 持 た せ

た 。 管 理 棟 の 全 熱 交 換 器 の 排 気 は 床 下 ピ ッ ト 空 間 を 通 し て 屋 外

へ 排 気 さ せ る こ と で ピ ッ ト 内 の 結 露 お よ び 酸 欠 対 策 を 講 じ た 。

屋 根 を 支 え る 鉄 骨 小 梁 を 斜 め に 配 置 、 ブ レ ー ス 兼 用 と す る こ と

で 錆 の 原 因 と な る 部 材 の 使 用 を 極 力 避 け た 架 構 と し た 。 建 築 意

匠 は プ ー ル の 水 面 と つ く ば 市 の 象 徴 で あ る 筑 波 山 を デ ザ イ ン コ

ー ド と し て 統 一 感 を 持 た せ た 。


